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１． 問題と目的

心理臨床の職域で働く臨床心理士にとって共感は重要な概念であると考えられている。氏原

(1974)はカウンセラーの武器は共感能力であると述べている。すなわち、臨床心理士やそれを目

指す者の共感性について研究することは臨床心理士の専門性向上や、成熟に寄与する研究とし

て重要であると考えられる。しかしながら、臨床心理士やそれを志望する学生を対象とした実証的

な共感性研究はまだ少ないのが現状であり、更なる知見の蓄積が急務であると考えられる。

ここで共感性と関連する諸要因について検討した研究を見ると、自己意識や他者意識との関連

を検討した研究が挙げられる。しかしながら、これらの研究で対象となっているのは、一般的な大学

生である。さらに、ここでは感情の種類として肯定的感情や否定的感情を分類することなく扱って

おり、他者の肯定的感情に対する共感と、否定的感情に対する共感では、自己意識・他者意識と

の関連に違いが見られる可能性がある。したがって肯定的、否定的感情に対する共感を弁別した

上で自己意識・他者意識との関連を検討する必要があると考えられる。

また、これまでの研究から、一般の大学生を対象とした場合、共感性には男女差があることも指

摘されており、臨床心理士を対象とした場合にも、同様に差が生じる可能性が考えられる。

そこで、本研究では臨床心理士を目指す大学院生の共感性は、一般の大学生と比較した場合、

どのような違いがあるのかを検討する事を第 1 の目的とする。

臨床心理士を目指す大学院生の共感性は性別、年齢によって異なるのかについて検討する事

を第 2 の目的とする。

また、臨床心理士を目指す大学院生の共感性形成要因について検討するため、特に自己意識、

他者意識に注目し、自己意識、他者意識と共感性の関連を調べることを第 3 の目的とする。

さらに、肯定的感情に対する共感と否定的感情に対する共感は異なった現象であると考え、両

者では自己意識、及び他者意識との関連に違いが見られるのかを検討することを第 4 の目的とす

る。

２． 方法

首都圏の大学院に在籍し、臨床心理士を目指す大学院生 88 名を学年問わず、対象とした

質問紙調査を実施した（ただし、大学院に入学したばかりの大学院生は対象とせず、入学

後半年以上経過していることを条件とした）。そのうち、有効回答数である 86 名を分析対

象とした。

質問紙の構成は①フェースシート、②共感経験尺度（橋本，2005）、③自意識尺度（菅原，

1984）、④他者意識尺度（辻，1993）である。

３． 結果

まず、臨床心理士を目指す大学院生の共感性は一般の大学生と比較して、どのような違いがあ

るのかを検討するため、共感性の各下位尺度得点の平均値、標準偏差を算出した。次に橋本

（2005）において得られた大学生の共感性の各下位尺度得点の平均値との差は有意であるか検

討するため t 検定を行ったところ、肯定感情共有不全と否定感情共有不全において、１％水準で

有意な差が見られた。

次に、対象の性別、年齢の高低を独立変数、共感性の各下位尺度得点を従属変数とした 2 要

因分散分析を行なった結果、肯定感情共有において、5％水準で性別のみに有意な主効果が認
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められた。

さらに、臨床心理士を目指す大学院生の共感性が自己意識、他者意識とどの程度関連がある

かを調べるために、共感経験尺度の各下位尺度得点と自己意識、他者意識の各下位尺度得点

の相関係数を算出した。その結果、肯定感情共有と公的自己意識、私的自己意識、内的他者意

識、空想的他者意識の間に弱い正の相関が見られた。また、否定感情共有と公的自己意識、私

的自己意識、外的他者意識、空想的他者意識の間に弱い正の相関が見られた。

４、考察

t 検定の結果、臨床心理士を目指す大学院生は大学生よりも他者と肯定的感情や否定的感情

を共有できなかったという経験を多くしている、または多く認識しているということが分かった。これ

は、臨床心理士を目指すことになったきっかけや、心理臨床について学び、共感に対する考え方

が変化したため生じている差であると考えられた。

分散分析の結果から、共感性の形成要因の１つとして、性差が関わっている可能性が示唆され、

生物学的、あるいは社会的な性が共感性の形成に影響している可能性が示唆された。ただし、年

齢差については関連は見出されず、これが年齢の偏りによって生じたものなのか、本当に有意な

差が見られなかったのかについてははっきりとは分からず、これについては今後の課題であると言

えるだろう。

さらに、相関分析の結果から、自己意識・他者意識と他者との感情の共有経験には正の相関が

あり、自己意識・他者意識が情動的な共感性の形成に関わっている可能性が考えられた。
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